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障害者や高齢者、ベビーカー利用者などの移動に困難を
抱える方向けにバリアフリー情報を発信し、社会全体の
バリアフリーに関する理解を普及させること

(1) バリアフリーに関する情報の提供
(2) バリアフリーに関する調査及び研究
(3) 街歩きイベント企画及び運営
(4) オリジナル商品の企画、開発及び販売
(5) その他、当法人の目的を達成するために必要な事業

〒 102-0073
東京都千代田区九段北 1-15-2
九段坂パークビル 4 階 M&K コンサルタンツ内
050-5437-0791
info@wheelog.com
https://wheelog.com/



みんなでつくる！みんなでつくる！
車いすでもあきらめない世界車いすでもあきらめない世界

難病や事故など様々な理由で車いす生活になります。車いすだと思うように動け

ずに消極的になってしまうこともあります。その状況を少しでも変えたいです。

そして WheeLog! を通して「車いすでもあきらめない世界」をみんなでつくり

たいです。何が起こったとしても自分の持っている力を発揮し生き抜ける社会に。
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◎これまでの活動
思い返せば、私たちの活動は 2015 年の Google イン

パクトチャレンジでグランプリを受賞させていただいた
ことから始まりました。そして、2017 年には六本木の
ハリウッドホールにてアプリのリリースイベントを開催
しました。イベントでは小池百合子都知事が駆けつけて
くださり、300 名近くの方が参加していただいたおかげ
で、華々しくスタートすることができました。しかし、
アプリをリリースしてからの事業化はとても厳しいもの
でした。

◎国内での活動
スポンサー企業や個人サポーターなど皆様のご支援

のおかげで、団体として一つ一つ事業を積み重ねていく
ことができました。2019 年度は観光庁から、東京 2020
オリンピック・パラリンピック競技会場周辺のレストラ
ンをガイドブックにまとめる事業を受託することができ
ました。今後も国土交通省や各地方自治体とも連携させ
ていただきながら、様々な活動に取り組んでいきたいと
思います。その他にも、2019 年 8 月に 24 時間テレビ
に取り上げていただき、視聴者の皆様から大きな反響を
いただきました。クラウドファンディングにも挑戦し、
たくさんの方からご支援をいただいたおかげで、Web
版のバリアフリーマップを開発することもできました。

◎海外への展開
私たちの活動は国内だけでなく、海外からも高い評

価を受けております。観光大臣会合では世界 20 カ国の
大臣に向けて WheeLog! をプレゼンする機会に恵まれ
ました。さらに、アメリカマサチューセッツ工科大学

（MIT）や、2021 年のドバイ万博で、助成プログラムを
受けることができました。国境を超えて多くの方が、私
たちが目指す「車いすでもあきらめない世界」の実現を
願っているのだと実感しております。

◎世界一あたたかい地図へ
WheeLog! は世界一あたたかい地図へと成長していま

す。白地図だったこの地図も、今や 2 万 7 千人のユーザー
によって、3 万件のバリアフリー情報が投稿されるまで
になりました。地域で開催されるイベントだけでなく、
大学や高校の障害体験授業として、また SDGs を学ぶ企
業研修として、WheeLog! を活用していただいておりま
す。車椅子ユーザーもそうでない人も、このアプリに参
加される意義を感じてくださっているのではないでしょ
うか。

◎情報を集めるだけのアプリではない
当初、WheeLog! アプリをリリースした頃は、ただた

だバリアフリー情報を集めることが、バリアフリー社会
の発展に繋がると認識しておりました。しかし、今では

「人と人とのつながり」がバリアフリー社会の実現には
欠かせないものだと実感しております。全国各地でイベ
ントを開催すると、人と人との輪が無限に広がり、その
波動が全国に広がっていくのを肌身で感じます。どんな
ことをするにも、大切なのは関わっている人です。これ
からも、人と人とのつながりが広がる「世界一あたたか
いコミュニティ」を形成しながら、老若男女すべての人
が参画する地域共生の「バリアフリー社会」を構築して
いきます。

◎みんなで明るい未来をつくる
同じ事象が起こったとしても、すべてはその人の捉

え方によって見える世界は変わってきます 。将来を悲
観することなく、この WheeLog! と繋がっているから
こそ、どこまでもポジティブに生き抜いていけますよう
に。私たちの活動が、明るい未来をつくる一助となるよ
う、皆様と進んでいきます。引き続きのご支援を何卒よ
ろしくお願いいたします。 

織田友理子
一般社団法人 WheeLog 代表理事

 » NPO 法人 PADM（遠位型ミオパチー患者会）代表
 » 総務省地域情報化アドバイザー
 » 東京都福祉のまちづくり推進協議会 専門部会委員
 » 社会福祉法人小田原福祉会潤生園 評議員
 » Her Abilities Award 審査員

私たちは企業スポンサーや個人サポー
ターをはじめ、多くの方のご支援によ
り事業を展開しております。心より御
礼を申し上げます。車いすでもあきら
めない世界を実現するためにこれから
も活動を展開してまいります。

代表あいさつ WheeLog! の事業

①情報システム事業

バリアフリーマップ「WheeLog!」

・アプリのアップデート

・ウェブ版開発

・オープンデータ

③調査コンサル事業
バリアフリー調査

・複合施設の調査

・バリアフリー飲食施設ガイド

②イベント啓発事業

街歩き体験

・地域共生イベント

・教育プログラム

・SDGs 企業研修

④行政連携事業

各省庁との連携

・政策提言 / 実証実験（国土交通省）

・ 観光大臣会合（観光庁）

・超福祉の学校（文部科学省）

⑤海外開拓事業
海外への発信

・MIT Solve

・ドバイ万博 2020
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みんなでつくる
世界で一番
あたたかい地図

電車に乗れたよ !

おいしいラーメン
食べれたよ !

トイレが
あったよ !

ホテルに
泊まれたよ ! 海で遊べたよ !

①情報システム事業

WheeLog! のバリアフリー情報
「点」のスポットと「線」の走行ログを組み合わせて「面」のバリアフリー情報がわかる！

ネイティブ環境での開発移行
をはじめ、多言語化（10 言語）
への対応、タイムラインやメイ
ンメニューの表示変更など、ア
プリの継続的なアップデートを
行っています。

こ れ ら の ア ッ プ デ ー ト は
WheeLog! 個人サポーターやス
ポンサー団体様のご寄付、各種
助成金を元に実施しています。

スマートフォンを使用できない重度の障害を
持った方など、より多くの方にバリアフリー情報
を届けられるよう、パソコンで利用できる Web 版
を提供しています。

ウェブ版
パソコンで利用できる Web 版を提供

オープンデータ
自治体や企業が公開しているオープン
データを活用して情報を充実化 7052 件 バリアフリートイレ / エレベーター

217 件 バリアフリートイレ

370 件 バリアフリートイレ

4627 件 バリアフリートイレ（毎月更新）

スポット情報

スポット数：38,000 件

走行距離：7,500km

車いすの
走行ログ

点

線

自 治 体 や 企 業 が 提 供 し て い る バ リ ア
フ リ ー ト イ レ や エ レ ベ ー タ ー な ど の オ ー
プ ン デ ー タ を ア プ リ に 取 り 込 ん で い ま
す。 オ ー プ ン デ ー タ を ご 提 供 い た だ け る 事
業 者 様 は 事 務 局 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い。 
info@wheelog.com

開 発 に あ た り ク ラ
ウドファンディングを
実施し、286 名の方か
ら 432 万 円 の ご 支 援
をいただきました。

WheeLog! は、車いすで実際に通った道や、ユー
ザー自身が実際に利用したスポットなど、ユー
ザー体験に基づいたバリアフリー情報が集まって
いる「ユーザー投稿型」のバリアフリーマップで
す。スマートフォンのアプリで提供しており、ど
なたでも無料でご利用いただけます。WheeLog!
を使えば、世界中のバリアフリー情報をアプリで
検索・投稿することができます。

バリアフリーマップ「WheeLog!」
みんなでつくるバリアフリーマップ WheeLog! を開発・運営

無料ダウンロード

主なオープンデータ提供団体

アプリの特徴

https://app.wheelog.com/

①車いすの体験が集まっている！

③ユーザーの７割が歩ける人！

②車いすで通れる道がわかる！

④世界中のバリアフリー情報がわかる！
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街歩き体験
車いすで街を散策する体験イベントを全国各地で開催

障害者も健常者も
みんなで楽しむ街歩き

全参加者が車いすに乗車して街歩き
を体験します。実際に車いすを利用
しているメンバーに車いすの使い方
や、公道を歩く時の危険性について
教わることで、車いすユーザーのリ
アルを体験できます。

街歩き体験は全国各地で開催されており、バリアフリーを
通して地域活性化を促進させる「地域共生イベント」、福祉
を学ぶ学生のための「教育プログラム」、社員教育のための

「SDGs 企業研修」など、様々なコンテンツに展開しています。

1 チーム 5 名程度で街に出て、ラン
チを食べたり、ミッションにチャレ
ンジしながら、ゲームを楽しむよう
に街を散策します。街歩き後はチー
ムに一体感が生まれ、参加者同士が
とても仲良くなります。

車いすを身近に感じ、今ある問題点
を知ることで、街で困っている人が
いたらどのように声かけするか？な
ど、気づきや感想を発表します。他
の参加者の体験を共有することで更
に深い学びにつながります。

全員が車いすユーザー！
リアルな街で車いす体験

ミッションに挑戦！
ゲーム感覚で車いす体験

みんなで深める！
気づきと体験のシェア

参加者全員が車いすユーザーになって、街の散策を通して、
バリアフリーについての気づきを得られる体験型のイベント

地域共生イベント
全国各地で市民参加イベントを開催

大人から子供まで、障害のあるなし関わらず、地域
の市民の方が参加しています。「車いす」というキー
ワードで、家族や友人が車いす利用者の方、リハビ
リ職や介護職に携わる医療専門職の方など、様々な
属性の方が集まり、街歩きをします。地域のイベ
ントとしてこれまで全国 22 カ所で開催され、のべ
1000 名以上の方が参加されました。

教育プログラム
教育機関向けの授業プログラムを提供

一般の障害体験の授業をすると「障害は大
変（健常で良かった）」という単純な感想
になりがちです。WheeLog! を使って情報
をアップすることで「大変なことをどうし
たら解決できるのか」「自分たちにできる
ことはないのか」という当事者意識を生徒
に醸成することができます。自分たちが暮
らす地域の問題点について考え、情報を共
有することの大切さを生徒が実感できる良
い経験になります。

SDGs 企業研修
体験を通して SDGs を学ぶ

車いす当事者を講師に招き、SDGs につい
ての研修を行います。研修ではバリアフ
リーについての講義に加え、街歩き体験を
実施します。講師とともに街で実体験する
ことで、座学や社内での体験乗車会だけで
はわからない、様々な学びを得ることがで
きます。体験を通して「自分ごと化」して
考えるチカラを身につけます。

伊勢崎興陽高校福祉科の教諭にご協力
いただき制作しました。ホームページ
にて Word ファイルで無償提供してい
ます。詳しくはお問い合わせください。

教育プログラム無償提供

薬樹株式会社での
企業研修

（2019 年 11 月）

親子で一緒に街歩
きに参加 @ 横浜

（2019 年 4 月）

仙台医健・スポーツ専門
学校での教育プログラム

（2019 年 9 月）

街歩きイベントでは
懇親会も開催 @ 京都

（2019 年 7 月）

◀︎

▶︎

◀︎

▶︎
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WheeLog! in 小田原
神奈川県西地区リハビリテーション連絡協議会の取り組みを紹介

神奈川県西地区リハビリテーション連絡協議会
の皆様が、小田原市で WheeLog! の街歩きイベ
ントを中心に、地域に根ざした活動を続けてい
ます。ここでは WheeLog! の活用事例として、
小田原市での取り組みを時系列で紹介します。

プレ調査
作業療法士 2 名で
バリアフリー調査

第 1 回小田原街歩き
（参加者 26 名）

ブース出展
リハビリフェスタで
WheeLog! と共同で
ブースを出展

第 2 回小田原街歩き
WheeLog! の共催。小田原
市長もイベントを視察

（参加者 41 名）

第 3 回小田原街歩き
（参加者 19 名）

WheeLog! in 海老名
隣町の海老名市で街歩きを開催

（参加者 25 名）

第 4 回小田原街歩き
（参加者 23 名）

第 5 回小田原街歩き 2days
小 田 原 の 介 護 施 設 で、 初 日 に
WheeLog! 代表織田友理子の講
演会、2 日目に街歩きを実施

（参加者 69 名）

第 6 回小田原街歩き
（参加者 48 名）

静岡県天竜高校
海老名でイベントに参加した
教諭が教育プログラムを実施

リハもん
県西リハ マスコット

街歩き体験

2019/102019/10

2017/122017/12

2018/042018/04

2018/112018/11

2018/112018/11

2019/062019/06

2018/032018/03

2019/012019/01

2018/102018/10

2016/112016/11

沖縄

2017/06

浅草

2017/07

鎌倉 / 岐阜
松江 / 佐世保

2017/10

吉祥寺

2018/01

小田原

2018/04
2019/06
2019/10

角館

2018/04

梅田

2018/04

日比谷

2018/05

渋谷

2018/11
2019/09

町田

2018/11

海老名

2018/11

池袋

2018/12

横浜

2019/04
2020/02

徳島

2019/05

京都

2019/07

御茶ノ水

2019/08

相模原

2019/09

浜松

2019/10

府中

2019/03

地域共生イベント 参加者数

東京都内

全国 29 ヵ所

参加者 1000 名以上

満足度 88 点以上

WheeLog! in 〇〇
これまで開催してきた街歩き体験イベント

( 人 )

小田原バリアフリーマップ

街歩きで情報収集を重ね、紙
とデジタルを融合させた小田
原市のバリアフリーマップを
制作されました。（2019 年）

神奈川県バリアフリー
街づくり賞

地域での活動が評価され、
第 12 回「神奈川県バリア
フリー街づくり賞」を受賞
されました。（2020 年 2 月）

教育プログラム実施校

帝京平成大学
群馬県伊勢崎興陽高校
本庄市高校生ボランティア
仙台医健・スポーツ専門学校
長野県上田千曲高校
静岡県天竜高校
沖縄県真和志高等学校　など
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バリアフリー調査
障害当事者が中心となってバリアフリー情報を調査

UPDATE 2019

複合施設の調査
サンシャインシティのバリアフリーを調査

株式会社サンシャインシティ様より依頼を受け、東京池袋にある
サンシャインシティのバリアフリー調査を行いました。館内の飲食施
設 84 店舗に加え、多目的トイレや水族館、展望台などの館内施設、
最寄駅からのルートなど、施設全体のバリアフリーについて調査しま
した。本調査に際しては WheeLog! ユーザーの方々にご協力を募り、
調査に参加いただきました。

WheeLog! では「バリアフリー調査力」を持つユーザーの方の
協力に協力いただき、施設のバリアフリー調査を行っています。
調査の中では、障害当事者の視点から気づいたバリアフリーの課
題について、具体的な改善策や対応策なども提案しています。

WheeLog! の活動 ③

当事者目線の
バリアフリー情報を伝える

ヘ
リ
テ
ッ
ジ
ゾ
ー
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

GOOD MORNING CAFE 
NOWADAYS
グッドモーニングカフェナワディズ

開放的な空間でモーニング、ランチ、ディナーの食事ができるカフェレストラン

店内は一般のトイレで、多目的トイレは最寄駅にあります。
駐車場は近隣にありません。

自走車椅子ユーザー補足情報

⑤店内 ⑥店内④店内

通路は車椅子2台がすれ違える通路は車椅子2台がすれ違える 転回スペースあり転回スペースあり店内に段差なし店内に段差なし

②入口 ③入口①外観

外苑西通り沿いにあるカフェ外苑西通り沿いにあるカフェ 入口は段差解消している入口は段差解消している 開き戸 (引) で段差なし
間口80cm
開き戸 (引) で段差なし
間口80cm

⑧テーブル⑦テーブル ⑨テラス

テーブル脚は両サイドにあり
椅子座面46cm
テーブル脚は両サイドにあり
椅子座面46cm

テラス席へも段差なしテラス席へも段差なしテーブルや椅子の移動可
天板上73cm、天板下70cm
テーブルや椅子の移動可
天板上73cm、天板下70cm

グルメポイント 洋食

バリアフリールート情報 店舗情報

詳しくはこちら詳しくはこちら
https://app.wheelog.com/map/
custom/admin/map?spotId=34324

後会計後会計

現金、クレジット、電子マネー (VISA、
Master、JCB、Amex、Diners、Pay, Edy、
iD、QUIC)

現金、クレジット、電子マネー (VISA、
Master、JCB、Amex、Diners、Pay, Edy、
iD、QUIC)

東京都新宿区大京町31-4
Brillia ist 千駄ケ谷1F
東京都新宿区大京町31-4
Brillia ist 千駄ケ谷1F

年中無休年中無休

月～金：7:00～11:00 (L.O. 10:30)
　　　　11:00～15:00 (L.O. 14:30)
　　　　18:00～23:30 
　　　　(F.L.O. 22:30 / D.L.O. 23:00)
土日祝：8:00～11:00 (L.O. 10:30)
　　　　11:00～15:00 (L.O. 14:30)
　　　　15:00～17:00
　　　　17:00～23:00 
　　　　(F.L.O. 22:00 / D.L.O. 22:30)

月～金：7:00～11:00 (L.O. 10:30)
　　　　11:00～15:00 (L.O. 14:30)
　　　　18:00～23:30 
　　　　(F.L.O. 22:30 / D.L.O. 23:00)
土日祝：8:00～11:00 (L.O. 10:30)
　　　　11:00～15:00 (L.O. 14:30)
　　　　15:00～17:00
　　　　17:00～23:00 
　　　　(F.L.O. 22:00 / D.L.O. 22:30)

03-5362-747003-5362-747003-5362-746003-5362-7460
https://nowadays.tokyo/https://nowadays.tokyo/

昼：1,200～1,300円
夜：5,000円
昼：1,200～1,300円
夜：5,000円

115席115席分煙分煙

バリアフリー対応状況

ストロー

刻み食

スプーン
フォーク

おかず
カット トロミ食

軽いお皿
コップ

点字
メニュー 筆談対応

テーブル
会計

車いす
充電

アレルギー
対応相談

インバウンド対応状況

外国語メニュー
（英語）

外国語スタッフ
（英語）

SNS 海外
サイト

HP
多言語化

写真
メニュー

 翻訳
デバイス 

指さし会話
シート

競技場からのルート
【オリンピックスタジアム 460m】
①会場を出て千駄ヶ谷駅へ向かう
②交差点の横断歩道を渡り右折し、130m進む
③道なりに進み横断歩道を渡り、90m進む
④交差点を左折80m進む
⑤交差点の横断歩道を2回渡り、右手に目的地

【千駄ヶ谷駅 350m】
①改札を出て左折、交差点を左折し、130m進む
②道なりに進み横断歩道を渡り、90m進む
③交差点を左折し、80m進む
④交差点の横断歩道を2回渡り、右手に目的地

最寄駅からのルート

Wi-Fiベジタリアン
対応相談

ムスリム
対応相談

※メニュー名は簡略化しているため、実際とは異なる場合があります

目的地
Destination

千駄ヶ谷駅
Sendagaya Sta.

ハムステーキハムステーキハンバーグハンバーグ シフォンケーキシフォンケーキ
入口段差
2cm以下

通路
走行可

同フロア
トイレ有

入口幅
80cm以上

椅子
移動可

バリアフリー飲食施設ガイドは、東京 2020 オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会（東京 2020 大会）を契機として来訪する外国人旅行者に対し
て紹介していくことを目的としたガイドブックです。国土交通省観光庁発
の企画競争に参加し、企画実施力や実績に対して高い評価を受け、本事業
を受託しました。

本事業は、①バリアフリー調査項目の策定、②飲食施設への取材交渉、
③実地調査、④ガイドブックの制作と、仕様策定から制作までの全ての工
程を、WheeLog! 支援者のご協力のもと行いました。

本ガイドは観光庁ホームページに掲載され、オープンデータとして自
治体や民間事業者など、広く一般に提供される予定です。

バリアフリー飲食施設ガイド
観光庁の委託で飲食施設のバリアフリー情報を掲載したガイドブックを作成

誌面 約 250 ページ

ガイドブック制作の流れ
掲載店舗 109 件

写真 約 1400 枚調査項目の策定にあたっては、観光庁と協議を重ね、飲食施設に必要なバリアフ
リー情報およびインバウンド情報を選定しました。特に、視覚的に多くの情報を得ら
れる写真を多用すること、視覚障害者へ配慮したルート案内を記載することなど、障
害当事者らの声を反映させながら調査項目を策定しました。

調査項目の策定

1

飲食施設の取材交渉

東京 2020 大会競技場の周辺および最寄り駅、都心主要駅周辺の地域の中から、本
ガイドの趣旨に同意し、ご協力いただける飲食施設様へ取材交渉を行いました。本ガ
イドではバリアフリーおよびインバウンド対応を行っている飲食施設 109 件にご協
力いただきました。 2

実地調査は 2019 年 11 月〜 2020 年 2 月の 3 ヵ月にわたって実施し、車いす当事
者と歩行調査員の 2 名が調査にあたりました。調査員は WheeLog! 寄付会員の方を
中心に、30 名以上の方にご協力いただきました。首都圏外の地方の調査については、
各地のバリアフリーセンター様にご協力いただきました。

実地調査

3

ガイドブックの作成

本ガイドは、紙とデジタルの双方で提供できるよう、ガイドブックという形式で
作成しました。また、外国人旅行者に対して紹介するため、日本語版に加えて英語版
も作成しました。最終的に 1400 枚を超える写真を使用し、約 250 ページのガイドを
制作しました。 4



WheeLog! の活動 ④

14 一般社団法人 WheeLog 一般社団法人 WheeLog 15④行政連携事業

日本を世界一の
バリアフリー先進国に

2019 年 11 月 1 日に国土交通省を訪問し、赤羽一嘉国土交通大臣
に陳情書を提出しました。今回の陳情書は障害者施策の一環として、
公共交通機関のバリアフリー化について 2 つの要望にまとめました。

政策提言
当事者の声を集めてバリアフリー政策を提言

①駅舎内のバリアフリー化の一層の推進について

②車いす障害者への IC 乗車券の発行について

実証実験
国交省のバリアフリー実証実験に協力

アプリをリリースした 2017 年から、毎年国土交通省のバリアフリーに
関する実証実験に協力しています。平成 29 年度はバリアフリーに関する
データの効率的・効果的な収集方法を検証するために、データ収集ツール
として WheeLog! アプリを提供しました。平成 30 年度は池袋駅周辺で街
歩きイベントを開催し、バリアフリー情報の収集方法を検討しました。本
年度は浜松市で小学生がスマートフォンやタブレットを利用してバリアフ
リー情報を収集するイベント形式の実証実験を実施しました。

2017 年 2018 年 2019 年

2019 年 10 月 26 日 に 北 海 道 で 開 催 さ
れた G20 観光大臣会合に出席しました。
G20 の各国大臣の前で WheeLog! アプリ
と団体の活動について紹介する機会をいた
だきました。会合後には日本の赤羽一嘉国
土交通大臣をはじめ、世界の参加者の方々
からお声がけいただき、WheeLog! の活動
に興味を持っていただけました。

観光大臣会合
世 界 20 カ 国 の 観 光 大 臣 の 前 で
WheeLog! の活動について紹介

2020 年、渋谷。超福祉の日常を体験し
よう展（超福祉展）が文部科学省と「超福
祉の学校」を実施。そのプログラムの一つ
として、2018 年に街歩きのワークショッ
プを実施。様々な気づきと学びを得られる
プログラムを行いました。2020 年は文部
科学省の方と一緒にセッションに登壇し、
これからの福祉に関する教育について様々
議論しました。

超福祉の学校
超福祉展で文科省のプログラムの一
つとして実施

環境省の委託事業として、教えて！『か
くれ脱水』委員会との共催で「車椅子ユー
ザーの熱中症予防対策」に関するオンライ
ンセミナーを開催しました。車いすユー
ザーならではの熱中症の危険性やその対策
方法について、検証動画やアンケートを通
して解説を行いました。

熱中症対策
車いすユーザーの熱中症についての
オンラインセミナーを開催

各省庁との連携
当事者の声を行政に反映

バリアフリー環境の向上には行政レベルでの制度改善が欠
かせません。WheeLog! では当事者の声を行政に反映でき
るよう、各省庁と連携して様々な活動に取り組んでいます。



WheeLog! の活動 ⑤

16 一般社団法人 WheeLog 一般社団法人 WheeLog 17⑤海外開拓事業

日本から世界へ
車いすでもあきらめない世界

ア メ リ カ の マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大
学（MIT）で社会問題を解決するための助
成プログラム「MIT Solve」が公募され、
100 カ国以上から 1400 以上の団体が応募
しました。WheeLog! はその中でファイナ
リスト 32 団体の「MIT Solver Teams」に
選抜されました。

さ ら に、 ア メ リ カ 大 手 の 財 団 で あ
る Morgridge Family Foundation か ら
Community-Driven Innovation Prize を、
アメリカ大手自動車メーカーのゼネラル
モーターズから GM Prize on Community-
Driven Innovation の賞を獲得しました。

現在、MIT のサポートを受けながら、ア
メリカを起点に WheeLog! を世界に展開
するための準備を進めています。

MIT Solve
マサチューセッツ工科大学 (MIT) で
世界の 32 団体に選出され、2 つの
団体からアワードを獲得

Google Play Awards
アワード受賞
世界の中から選出 (2019) 

EXPO LIVE 2020 Dubai 
助成プログラム選抜
ドバイ (2019)

MIT Solve
アワード受賞
助成プログラム選抜
アメリカ (2019)

IDB ( 米州開発銀行 )
イベント登壇
アメリカ (2018)

Golbo
ブラジル最大のテレビ局
ニュース番組で紹介 (2019)

World Summit Award
アワード受賞
ポルトガル (2019)

Zero Project Award
アワード受賞
オーストリア (2018)

助成プログラム選抜 2 回アワード受賞 4 回

Expo 2020 Dubai（2020 年 ド バ イ 国 際
博覧会）が 2021 年に開催されます。「Expo 
Live（エキスポ・ライブ）」はドバイ国際
博覧会のプログラムの一環で、地球上の
様々な社会課題に対し、創造的な解決策を
提示するプロジェクトを支援するための助
成プログラムです。

これまで 184 カ国から 1 万 1,000 件を
超える応募がありました。日本からは 2
団体のみが選出されており、その団体の 1
つが WheeLog! です。

2019 年 11 月には中間報告としてドバ
イを訪問し、現在の活動について報告して
きました。今後 2021 年 10 月から 2022 年
3 月まで約半年に渡って開催されるドバイ
国際博覧会で WheeLog! を展示紹介する
予定です。

ドバイ万博
Expo 2020 Dubai の助成プログラム

「Expo Live」でグローバルイノベー
ターに選出

海外への発信
社会問題解決のためのソリューションとして世界から高い評価を獲得



一般社団法人 WheeLog 1918 一般社団法人 WheeLog

https://shop.wheelog.com/
グッズの収益は活動資金として活用させていただきます。

オリジナルグッズ販売中

ショップ

ご寄付

ご寄付の詳細はこちら

法人スポンサー

100 万円 / 年 50 万円 / 年 30 万円 / 年 10 万円 / 年

個人サポーター

10,000 円 / 月 5,000 円 / 月 3,000 円 / 月 1,000 円 / 月

WheeLog! では法人向けのスポンサープランをご用意しております。
ご支援の詳細についてはホームページまたはメールにてお問い合わせください。
info@wheelog.com

寄付振込口座

楽天銀行
第二営業支店（252）
普通 7785882
一般社団法人 ＷｈｅｅＬｏｇ
シヤ）ウィ－ログ

1 口 1,000 円より随時受付中

https://wheelog.com/donate

ショップはこちら

毎月 1000 円から個人でご支援いただけるサポーターを募集しています。
支援者の方はサポーター限定コミュニティ（Facebook グループ）に参加できます。

24 時間テレビ出演

Google CEO との面会

群馬テレビ
NHK 徳島放送局
BS 朝日「Fresh Faces 〜アタラシイヒト〜」
NHK 京都放送局
テレビ東京「チェンジ・ザ・ワールド」
日本テレビ「嵐にしやがれ」
日本テレビ「24 時間テレビ」
ブラジルテレビ局 Globo
NHK 静岡放送局
テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」
NHK world
NHK E テレ「高校講座」

2019/05/25
2019/05/27
2019/05/28
2019/07/17
2019/07/28
2019/08/17
2019/08/25
2019/08/25
2019/10/05
2019/11/19
2020/02/27
2020/02/29

米州開発銀行 公式ブログ
リガクラボ
東京ボランティアポータル
国土交通省 パンフレット

『事業構想』2020 年 1 月号

2019/05/24
2020/02/05
2020/03/31
2019/04
2019/12

上毛新聞
毎日新聞
徳島新聞
読売新聞
朝日新聞
日経新聞

2019/05/25
2019/05/26
2019/05/27
2019/08/03
2020/02/05
2020/02/06

FM おだわら
J-WAVE
ゆめのたね放送局
FM ヨコハマ

2019/07/24
2019/11/25
2019/11/29
2020/02/26

テレビ 新聞

ラジオ 雑誌・ネット等

・Google インパクトチャレンジ (2015 年 ) グランプリ
・日本建築学会 技術部門設計競技 (2017 年度 ) 優秀賞
・第 16 回情報科学技術フォーラム (2017 年 ) FIT 奨励賞
・東京都オープンデータアプリコンテスト (2018 年 ) 入賞・来場者特別賞
・フェデックス・スモール・ビジネス・アイデア・コンテスト (2019 年 ) 準優勝
・総務省 ICT 地域活性化大賞 (2019 年 ) 優秀賞
・観光庁 G20 Tourism Innovation Pitch (2019 年 ) 入賞

・Zero Project Award (2018)
・World Summit Awards (2018)
・WSA Global Congress (2019) Global Champion
・Google Play Awards (2019) Best Accessibility Experience Winner
・MIT Solve (2019) Solver Teams
　Morgridge Family Foundation Community-Driven Innovation Prize
　GM Prize on Community-Driven Innovation

・EXPO LIVE 2020 Dubai (2019) 4th cycle finalist

国内

海外

メディア

受賞歴


